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（1）初　め　に
　私は，1960年に最初の論文を発表して以来，日本の学界状況から見るとか
なり特異なザクセン経済史を，たどたどしい足取りで研究してきたが，数年
前から，日本とザクセンとの文化交流史のいくつかの局面にも関心を抱くよ
うになった．その一つが日本とザクセンとの人的交流（来日したザクセン関
係老とザクセンに滞在した日本人）である．
　人的交流の初期の，そして，顕著な事例として鴎外森林太郎（以下では単
に鴎外と記す）が挙げられる．鴎外は，ライプツィヒ大学医学部講師ベル
ツ（1）の講義を東京大学医学部で受けた後に，ドイツに留学して，まず1884年
10月から85年10月までライプツィヒ（2）に，それから86年3月までドレースデ
ンに滞在した．ザクセン滞在期間は，合計して約1年5ケ月に及ぶわけであ
る．この間，鴎外は85年8月末から2週間あまり，北部ザクセンにおけるザ
クセン軍団の野外演習にも参加した．
　1888年に帰国した鴎外は，ドイツ三部作の最後のものとして1891年にr文
つかひ』を発表した．この作品について鴎外は1906年の「改訂水沫集序」
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に，r三三國機動演習の記念なり」，と記している。それより9年前，1897年
の談話，いわゆる「自作小説の材料」では，「……r三つかひ』は猫逸の中部
「ドレスデン」を舞台にしてかいたものです，私が王宮に出入りしたのは殆
どドレスデンばかりだが，極上流の三二に交際したのは此の時でした，其所
で王宮をかいて見た，……人物には三二のは鯨りありません，王宮の祭の模
様だの，拝謁の有様などは少しも持へた所はない，皆目撃したことを書いた
のです」，と語っている．鴎外の死後に公表されたr三三日記』（以下では，
『日記』と略記）にも，r二つかひ』と同じように，ドレースデンの宮城の儀
式と舞踏会参加（明治19年1月1日，13日［「來賓六百人」］，31日，2月10
日）および陸軍大臣ファブリス伯爵邸訪問（1月6日と11日［「來客は七百人
許」］）が記されている．明治40年までの記事を含む「自紀材料」によれば，
鴎外の陸軍大臣邸訪問は『日記』と同じく2回，宮城招待は1月31日（王妃
謁見）と2月10日（舞踏会）の2回である．
　このような：ザクセンの王侯貴族との社交に関して，小堀1969（3）と苦木（6）
1984（4）は，『日記』の記事を事実と見なしている．金子1986（b）（5）と金子
1992（6）も同様である．
　これに対して，中井1996の見解は衝撃的に異なる．「ライフ．チヒに着いた
後の鴎外の行動を知るべき材料は，従来彼自身が記したr独逸日記』しかな
いものとされ，そこに語られたことがそのまま事実として受け取られてき
た．しかし，ここでも『独逸日記』の記事は矛盾に満ちており，そのまま信
じるわけにはいかないことが多い（7＞」，と記したうえで，同論文は，宮城と陸
軍大臣邸への招待のような，上流社会との交際をまったく否定する（8＞．中井
説の一部を示せば，r貴族でも高官でも金持ちでもない彼が」，「新年になっ
て，突如宮中に現れるというのは，そもそもありえないぽかげた話なの
だ（9＞」．
　ザクセンの王侯貴族との社交を否定する中井説は，資料的に証明されうる
であろうか．まず第1に，宮城への招待について。旧ザクセン王国宮内省文
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書は現在，ザクセン州立中央文書館（王立文書館〈r日記』，19／1／11の「記
録局」〉の後身）に所蔵されている（1D）．同文書館からの回答によれば，　r日
記』に記された行事，！886年1月1日の年賀の儀，1月13日と2月10日の舞
踏会，および，1月31日の王妃の士官謁見は，ザクセン軍団秋期演習の際の
「グリンマ村（市の誤植一松尾）」における「国王招宴（11）」（1885年9月6
日）を含めて，確かに行なわれた．しかし，招待者名簿は，王妃の新任士官
謁見のような，小規模な行事についても，まったく残されていない．第2
に，陸軍大臣ファブリスの私文書について見ると，彼の長男はイギリス人女
性と再婚し，第一次大戦後イギリスに移住した，これに伴って，同家文書の
多くが失われ，一部のみがイギリスに移された（121．イギリスに移された文書
の中に，鴎外を含む夕食会招待者の名簿があるとは，想定しがたい．第3
に，ミュンスター大学新聞研究所によれぽ，ザクセン政府経営の『ライプ
ツィヒ新聞』（LeiPziger　Zeitung）itこ，85年9月6日（グリマ），86年1月
13日と2月10日の国王招宴，および，1月31日の王妃謁見に関する記事はあ
るが，鴎外の名前はない．第4に，1885年9月8日付け地方新聞，『グリマ報
知』に名を挙げられているのは，国王主宰昼食会の招待旧約110人の中で，陸
軍大臣など4人だけである（13）．最後に，ザクセン州立図書館の回答によれ
ば，ドレースデンの新聞，『ドレースデソ通報』（Dresdner　Anzeiger）および
rドレースデン報知』（Dresdner〈lachrichten）にも，1月11日の陸軍大臣邸
の，また，1月13日と2月10日の宮城の，夜会の招待客名簿は記載されてい
ない．
　そのために私は，中井説を肯定することも，否定することもできない．そ
こで，ザクセン時代のr日記』に記された訪問地と面談者を，鴎外の体験と
一応想定しておく，
　このように想定すると，興味深い事情が想起される．すなわち，明治19年
1月1日の『日記』には，中国と日本の焼物が四壁に飾られた部屋（鴎外の
表現では，「陶物（14）の間」あるいは「陶もの・間」）を，ドレースデンの宮城
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で見た，と記されている．そして，『文つかひ』の最後の場面は宮城のこの
「陶物の間（15）」である．この部屋は，焼物に関して日本とザクセンとの文化
交流の事実を示す可能性があるわけである．
　私は，鵬外についても陶磁器についても門外漢であるけれども，本稿にお
いて，ザクセン留学時代の鴎外伝に対する，また，陶磁め東西交流史に対す
る，ささやかな寄与を意図して，鴎外の訪問地のいくつかを，さらに，彼が
ドレースデンの宮城で見たという日本製焼物を，検討してみたい．なお，鴎
外が出会ったザクセン在住ドイツ人の姓名と地位を，可能なかぎり明らかに
する試みは，便宜上，旧稿に委ねられる．鴎外作品を引用する場合，ページ
数を省略し，句読点を欧文式に変更した．本稿において，文献は省略形で引
用され，その完全形は便宜上，次回末尾の引用文献一覧に示される．
　ところで，当時のザクセン王国はドイツ帝国との関係において，どのよう
な状況に置かれていたのであろうか．「1871年のドイツ統一によって国家の
主権はプロイセンの新ドイツ皇帝ウィルヘルム1世に委譲されており．ザク
セン王室に残された機能はただ，儀式や社交といった祝祭的なものだけで
あった㈹」，との理解は正しくない．また，「新しい統一ドイツ帝國内には三
三の王國……等がなおそのままの内政・外交の實膿と名目を保っていた」，
との見解（17）も誤っている．ドイツ帝国成立以後，従来のザクセン国王の権限
のうち，外交の権限は帝国に移され，軍事制度と司法立法は帝国の監視の下
に置かれた．しかし，その他の分野の行政は依然として，欽定憲法の下でザ
クセン国王とその内閣（18）の権限の下にあった．陸軍に関して言えば，国王は
まず，ザクセン軍団総司令官の上に立つ軍団長であった．それと同時に国王
は，将校任免権やザクセン軍団の行政的管理権などを保持しており，そのた
めに，ザクセン陸軍省が存続したのである㈹．鴎外の野外軍事演習（『日
記』，18／8／26）と軍医学講習（同，18／9／5）への参加を許可したのは，ド
イツ皇帝ではなく，ザクセン国王であった（20＞．
　本稿の作成に当たって，ご教示をいただいた国内・国外の多くの個人と機
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関，とくに，鴎外当時の史料・新聞を調査してくださったザクセン州立中央
文書館，ミュンスター大学新聞研究所およびザクセン州立図書館，また，私
の質問に回答してくださったドレースデン磁器博物館，さらに，文献の検索
と収集について配慮してくださった文京区立鴎外記念本郷図書館と岡山大学
経済学部資料室に対して，心から感謝する．
注
（1）ベルツは，東大在任中も，1894年まではうイプツィヒ大学医学部講師の地位にあっ
　た，次稿ベルツの項を参照．
（2）1年間のライプツィヒ滞在中，鴎外は何をしていたか．r日記』によれば，84年10月
　24日から「大學の衛生部」で「日課に就」いた．小堀1969，p．28；苦木　（5）1983，　p．
　88；川上1984，p．28と金子1984，　p．　44も『日記』に従っている．伊達1981（pp．
　105－109）の見解では，鴎外はライプツィヒ到着後5日目から，厳密な科学的方法のも
　とに日本食の実験的研究に従事した，しかし，その成績が不完全であったので，論文と
　して発表することができなかった．これに対して，浅井1986（pp．64－65）の評価で
　は，ライプツィヒの衛生学「教室では基礎教育に徹していたことと思われる」．「帰朝し
　てのち，かの「兵食検査」を完成した立派な測定技術は，ホフマン教授のもとでの研修
　に負うものであろう」．武智1997（pp．24，32，45－46）は，84年10月27日に始まるライ
　プツィヒ時代の鴎外の自筆ノートの詳細な調査に基づいて，鴎外は，衛生学研究のため
　の基礎的方法を学習・実習していた，と論じている．なお，武智1997，p．3，5行目の
　　「プラウエン」はグライツ，の誤植である，
　　ライプツィヒにおける鴎外の生活全体に関して，中井1996は通説を批判して，次の
　ように主張する，鴎外の「ライプチヒにおける食品衛生学の勉強の成果は皆無に等しい
　のだ」．「一年後……ライプチヒを去る前日，鴎外は，あたかも一年間の研究の成果のご
　とく，r日本兵食論大意』を東京の石黒（軍医監一一松尾）に宛てて発送する．しか
　し，……この……原稿は，あらかじめ日本で作って持って来た原稿に多少筆を加えたも
　のであった」．中井1996，p．200．したがって，「ライプチヒ到着翌々日から早速，毎朝
　9時に大学に出かけたという『独逸日記』の記事は，到底信じるわけにはいかないので
　ある」．また，「鴎外は英語が出来た形跡はない」．「カールスルーエやロンドンで鴎外の
　英語は役に立たず，（石黒の一松尾）通訳の用をなさなかった」．後年の「彼の英米文
　学の翻訳は，すべてドイツ語からの重訳」である．ライプツィヒで「英語の師イルグネ
　ル」から「ドイツ到着後一年間を費やして熱心に英語を学んだという話はとても信じる
　わけにはいかないのである」．中井1996，p．208．ところで，「ドイツ語を正しく話すた
　めには，まずドイツ人に……よいドイツ語の発音と朗読法……を習（わ）……ねばなら
　ない．これを正しく書くためには，ドイツ人の厳格な添削指導を受け，おびただしい量
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　の作文練習をせねばならない．これを実行したからこそ，鴎外は留学生活の後半に，ド
　イツ語が話せるようになり，書けるようになったのだ」．「『独逸日記』はその自慢話に
　満ちている」．「ライプチヒにおける留学当初の一年間，彼が心血を濃いだのは他でもな
　いドイツ語の勉強だったのではないか．r独逸日記』に記されたイルグネルは，当然な
　がら「英語の師」ではなく「独語の師」であろう．……しかし，余裕病中たるところを
　見せようという鴎外の自尊心は，こんな見え透いた偽りを彼に書かせたのだ」．それで
　は，「鴎外は，ライプチヒに着くや直ちにドイツ語の家庭教師を雇って，いかなる「教
　材」を使ったのか」．「鵬外がドイツ小説を渉猟したのは，常に「文学修業」としてのみ
　語られるが，第一義的には語学の勉強である．……しかし，……到着直後の数か月間
　は，鴎外は文学書はまだ読み始めていなかったのだ．従っで，到着二日後の日記に「夜
　は独逸詩人の集を渉猟すること・定めぬ」とあるのは，これ又事実に惇るのである」．
　　「ライプチヒに着いた17年10月からrドイツ小説選集』を買って来て読み始める18年4
　月＊までの当初の半年」に，「鴎外は一体何を「教材」として読んでいたのか」．鴎外旧
　蔵書のクラウゼヴnッツ『戦争論』の「第一巻目のほぼ全体にわたって，奇妙な書き込
　みがなされているE……コンマやピリオドの後に縦線で文章が区切られ，単語の上に
　時々ブリッジがかけられたり……しているのである．これは音読……のための符号と
　思われるのだ」．「さらのこの本には，鴎外の手になるペン書きと鉛筆書きの二種類の，
　時期を異にする訳語等の書き込みがある」．鉛筆で「書き込まれているのは，次のよう
　な基本単語だ．要素（Elemente），・一」，「これはまぎれもない語学学生の書き込みで
　ある．ドイツに来た鴎外が真先に使った語学の教材は，この兵書だったのではないか」．
　　「これと平行して，鴎外は，r日本兵食論』，　r日本家屋論』の両著の原稿をドイツ語に訳
　す作業を進めていた．……はじめてドイツ語の論文を書く鴎外が，苦心惨憺したのは想
　像に余りあるのだ」．両著「のような，ごとごとに日本の特殊性を主張する……論文を，
　曖昧なことを許さぬ鴎外が納得するようなドイツ語に仕上げるまでには，ドイツ人の
　協力者との間で，翻訳した原稿を何度も往復させながら頭を突き合わせて修正してい
　かねばならなかったはずだ．……日本文化のことなぞおそらく何も知らなかったドイ
　ツ人口力者は，まず鴎外の言わんとすることを理解することに苦しみ，それをドイツ語
　でうまく表現せよという難題を注文されてさぞ困惑したことであろう」．中井1996，
　pp．208－210，212－213，＊ただし，小堀1969，　p．33によれば，鴎外は18年3月にはオ
　オネエー篇とバルザック一篇を読んでいる，
（3）小堀1969，pp．51－52，662－663．なお，同書，　p．657，16行目のrFabricelはvon
　Fabrice，　p．661，18行目の「ゲオルゲ公子」はゲオルグ公子，の誤植である．また，「ラ
　イプチヒ市における鴎外の二度目の醤蝦大罪生としての生活が始まった」（同書，p．
　27）という表現も，厳密には正しくない．鴎外は学生として登録されていないからであ
　る．衛生学研究所の職員としても記載されていない．Vgl，　Uni　Leip　l884／85，　S，29，
　84；Uni　Leip　1885，　S．30，82（同大学文書館の回答によれば，鴎外は学生・聴講生とし
　て登録されていない）．同大学医学部史は，「1884／85年に…・・森鴎外がホーフマンの研
　究所で臨時的に聴講した……」，と記している．Klj　stner　1990，　S，70．武智1995（b），
　p．123を参照．なお，Uni　Leip　1884／85，　S，123によれば，日本人は自然科学関係で1人
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　いる，すなわち，1．lilima（S．68）である．これは飯島魁を指す．また，Uni　Leip
　1885，S．118によれば，日本人は医学部に2人いる，すなわち，S．　Hagiwaraと
　Sch．　Sakata（S．60，94）である．これは萩原三圭と佐方創造を指す．
（4）苦木（6）1984，pp．181－186．この研究年表には，ザクセン留学時代について見ると，
　第1に，誤植が散見される．各ページの上段の部分を見ると，（5）1983のp，106，20行目
　の「軍国医長」は軍団医長（原文のまま．ただし，当用漢字に変更，以下同じ），p．
　112，12行目の「ビルヒ，ヒルシュフエルト」はビルヒ・ヒルシユフエルド，（6）1984の
　p．155，6行目の「ハイデクラント」はハイデクラウト，p．156，6丁目の「全旅国」は
　全旅団，p．156，7行目と8行目の「チェルクイニイ」はチエルリイニイ，p．157，12行
　目の「メヅツソウ」はメツソウ，p．158，16行目の「シュモルゲッヅ」はシユモルヂツ
　ツ，p．159，7行目の「チッツパハ」はチヨツパハ，　p．162，20－21行目の「ウエルツレ
　ル」はウユルツレル，p．164，13行目の「プラウエソ」はプラウエン，　p．166，13行目の
　　「衛成病院」は衛成病院，p．170，4行目の「グレナヂクル」はグレナヂイル，　p．
　170，18行目の「パルメル」はバルメル，p．174，16行目の「キルヒホフ」はキルフホツ
　フ，p，175，13行目の「ヰルスドッフェル」はヰルスドルツフエル，　p．178，4－5行目
　の「ニュルンベルヒル」はニユルソベルヒ，p．178，20－21番目の「＝イデルミニ・レル」
　はニイデルミコ・ルレル，p．183，10行目の「ヒヨtム」はビヨオム，p．183，12行目の
　　「ポルレンデン」はポルレンデル，p．184，21行目から次ページの「アウセレドルフ」は
　アウセンドルフ，p．　185，9行目の「赴きで」は赴いて，　p．186，10行目の「シユウヒ」
　はシユウリヒ，p，186，12－13行目の「ホルチウス」はポルチウス，の誤植である，原文
　にない（6）1984のp，165，17行目の「プライヒ」はライプチヒ，p，！83，17－18行目の「ド
　ルトネル」はバルトネル，p．191，7行目の「エドモンド」はエドムント，p．　193．4行
　目の「ウイン」はミュンヘンであろう．第2に，この文章は研究年表であるから，r日
　記』の単なる引き写しではなく，用語法に統一性が望まれる．例えば，（5）1983のp．
　88，！5行目などでは「フォオゲル」であるのに対して，（6）1984のp．164，15行目では
　　「フオオゲル」である，（5）1983のp．106，10行目では「ニイデルミルレル」であるのに
　対して，（6）1984のp．164，15－16行目では「ニイデルミェレル」，p．176，16行目と18行
　目では「ニイデルミユルレル」，p．177，14行目では「ニイデルミュルレル」である．（5）
　1983のp．106，20行目と（6）1984のp．166，13行目では「ザクセン1であるのに対して，
　（5）1983のp．109，6行目，（6）1984のp．153，18行目などでは「サクソン」である．（5）
　1983のp．102，15行目と（6）1984のp．　170，4行目などでは「カシノ」であるのに対し
　て，（6）1984のp．　163，17行目では「カッシノ」である，〔5）1983のp．109，5行目では
　　「陸軍卿」であるのに対して，（6）1984のp．153，18期目とp，160，12行目では「兵部
　卿」である．第3に，カタカナで書かれた名詞の中には，漢字，あるいは，今日では流
　布したカタカナで示す方が望ましいと思われるものがある．例えば，（5）1983のp，
　102，14－15行目の「ミリテエル，カシノ1は将校集会所あるいは僧園社，p．105，17行
　目などの「ウイン」はウィーン，p．106，18行目の「オステルン」は復活祭，　p．108，
　13行目の「ウラアネン」は槍騎兵，（6）1984のp，155，6行目の「ハイデクラン（＝ウ）
　ト」はヒース，p．170，4行目の「グレナヂク（瀟イ）ル」は近衛歩兵，　p．193，7周目
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　の「ヘルシソグフォルス」はヘルシンキであろう．逆の場合として，（5）1983のp．
　110，2行目の「ラファエロの童貞女」はラファエロのマドンナが一般的であろう．ま
　た，⑥1984のp．173．2行目の「シルレル」はシラー，p．　173，3行目の「キヨルネル」
　はヶルナー，p．178，7行目，p．185，12行目と13行目，さらに，　p．186，3行目の「ギョ
　オテ」はゲーテが現在では一般的であろう．最後に，（5）1983のp．109，7行目の「ゲオ
　ルグ王」は，原文にrPrinz　Georg，　Herzog」と記されているから，ゲオルグ公（あるい
　は公子）とすべきであり，（6）1984のp．160，11行目の「ゲオルグ王」も同じである，（6）
　1984のp．　187，7行目の「隣の卓にいる」は，原文に，「卓9e　Tischnachbarinたり」，と
　あるから，同じ卓の隣の席にいる，とすべきであろう．（5）1983のp，107，1－2行目の
　　「バゥマソ」とp．112，10－11行目の「バルマン」はバールマン（川上1984，p．
　35），p．112，8日目のrBayer’scher　Bahnhof」とp．152，20行目の「拝焉停車場」はバ
　イエルン日田の庭園レストラン（金子1985，p．149），（6）1984のp．　154，9行目の「ス
　ネットゲル」はシュネトガー（川上1977（a＞，pp．5－7，14；藤井1988，　pp．149－
　151），p，157，16－17行目とp，159，9行目の「ドヨウベン」はデーベソ（川上1977
　（・），p，16），p．157，17行目とp．159，13行目の「ビユロウ」はべ一ラウ（川上1977（・），
　pp．18，21－23），p．167，3行目の「バルトネル」はバウトラー（金子1988，　p．121．な
　お，金子1992，p．41，17行目ではBaltnerとされている），であることがすでに証明さ
　れている．
（5）「交流する層も・…・・ドレスデンでは王室関係や軍人が多くなる……」．金子1986（b），
　p．137．なお，この論文のp，128，15行目の「ロスプラァツ」はロスプラッツ，p，
　130，下段16行目の「ツゥーリング」はテェーリンゲソ，p．132，下段2行目のrBahn－
　hot」はBahnhof，　p．133，12行目のrJahrigen」はlahrigen，　p．134，上段19行目の
　　rGolis」はGohlis，の誤植である，
（6）　「日記（明19・1・13）によれば，王宮の舞踏会の招待客は六百入」（金子1992，
　p．59）；一月一日の日記に記された「王宮の新年の祝いの「人目を眩」す壮麗さ」（p．
　63）；「鴎外の目撃したドレスデンの宮廷」（p．64）．なお，同書，p．　29，6行目の
　　「デーベン河」はムルデ河，p．41，13行目の「……shandbuch」とrhauptstadt」
　は一…・s－HandbuchとHauptstadt，　p．41，15行目と17行目のrEliese」はElise，　p．
　49，9行目のrB610wベーロウ」はB6hlauベーラウ，　p．　309．14列目の「Blumsjと
　　「……dblatter」はBlumと……dsblatter，の誤植である．また，　p，309，17行目の
　　「ゴールドシュミット」とp．312，1行目と8行目の「ゴルドシュミット」は統一され
　るべきである．
（7）中井1996，p．198．
（8）　「王宮・伯爵家等へ出入りしたという」「記事は，r独逸日記』の中でも，ひときわ光
　彩を放つ鴎外ドイツ留学のハイライトである，ところが，彼が真先に語ったはずのこれ
　らの出来事を，家族に書き送った形跡がないのだ」．「今まで見てきた通り，鶴田は自分
　の名誉一即ち一家の名誉一となるようなことは，いち早く家族に報告するのであ
　る．……ところが，ここに至って，……宮延（廷の誤植一松尾）及び伯爵家への出入
　りのことを，（手紙には軍医監ロートのことなどしか記されていないために一松尾）
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　家族はすべて知らなかったのだ」．「文章の上から見て，上に引いた……（宮廷と伯爵家
　への出入りに関する）r独逸日記』の記事は，辻褄が合わず，レトリックが浮き上がって
　臨場感がない．……会話を交わした人の名前や会話の内容……のような具体的記述が
　なく，単なる人名の羅列に過ぎない」．「（軍医監）ロートはドレスデンの名士であった
　には違いないが，所詮一軍医に過ぎず，……国王を頂点に戴く貴族社会では決して身分
　の高い人ではない」，「もし実際に鴎外が貴族社会に出入りしたならば，ドレスデンに到
　着した時に紹介者に導かれて挨拶回りをしたはずである．……彼はこれを行っておら
　ず，又たとえ行ったとしても，貴族でも高官でも金持ちでもない彼が相手にされるはず
　もないのだ．その彼が，新年になって，突如宮中に現れるというのは，そもそもありえ
　・ないばかげた切なのだ」．中井1996，pp，239－243．著者はさらに続ける．「鴎外が『独
　逸日記』の虚偽の記事を記すに至った発端は，18年秋の『薩索尼軍団二従ヒ演習二行ク
　ノ私記』にあったと思われる．演習中遭遇したさまざまな事件を篤次郎（実弟一松
　尾）のために書き綴るうちに，漢文固有の修辞上の誇張・文飾が，事実と虚構の境界を
　不分明にしていったのである」．rr私記』の最もロマネスクな一駒は，ムルデ河畔デー
　ベン城にビューロー伯（下級貴族ベーラウであり，伯爵ではない．一松尾）の客とな
　り，その令嬢達と食卓を共にしたエピソードであった．帰国後，このr私記』を材料に
　した小説r且つかひ』（明治24年）を書くに当たり，鴎外は秋のデーベン城の物語の結末
　を，エルベに臨むアパートの窓から夜な夜な眺め暮らした川向こうに燦然と輝く王宮
　の大広間に求め，冬の宮中舞踏会での伯爵の長女（末娘一川上1977（・），p．23）イイダ
　姫との再会の物語を作ったのだ．そしてさらにその8年後に作られたr独逸日記』（推
　定明治32年執筆）では，「小説」から「現実」が作り出され，鴎外みずからドレスデン王
　宮に出入りするという記事が書かれたのである」，「詩人とは夢をうつつと観ずる者の
　謂いであり，文学とは虚構を現実と化す魔術のことであるとするならば，詩人森鴎外と
　その文学とはエルベの岸辺で誕生したということになろう」．中井1996，pp，243－
　244．
（9）中井1996，p．243．
（10）　F6rster　1994，　S，　143．
（11）中井1996，pp．223－225，242，なお，小堀1969，　pp．661，689；川上1977（a），　p，
　4；苦木　（6）1984，p．160も同じである，
（12）Stichsische　Lebensbilder　1938，　S．96．次稿ファブリスの項を参照．
（13）Grimma－Nachrichten　vom　8．9．1885．なお，　Grimma－Nachrichten　vom　5，9．
　1885によれぽ，国王主催昼食会は猟銃会館ホテル（Hotel・zum　SchUtzenhaus）で行なわ
　れる，とされている．このホテルの外観の1908年の写真はGrimma　1992，　S．21にある．
（14）鴎外の言う「陶物」あるいは「陶器」は，陶磁史の用語では，陶器ではなく，磁器で
　ある．両者の厳密な区分は困難な問題を含んでいるが，大掴みに対比させると，陶器
　は，通常の粘土を原料として，やや低い温度で焼いた焼物であり，磁器は，カオリンあ
　るいは陶石を原料として，高温で焼き上げた，硬い焼物である．
（15）　『文つかひ』の関係個所は次のとおりである．宮城の舞踏会でイイダ姫は，「『かしこ
　なる陶物の間見たまひしや，東洋産の花瓶に知らぬ草木鳥獣など染めつけたるを，われ
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　に繹きあかさむ人おん身の外になし，いざ，』といひて伴ひゆきぬ」．
　　　「ここは四方の壁に造付けたる白石の棚に，代々の君が美術に志ありてあつめたまひ
　ぬる國々のおほ花瓶，かぞふる指いとなき迄並べたるが，乳の如く白き，瑠璃の如く碧
　き，さては五色まばゆき蜀錦のいうなるなど，蔭になりたる壁より浮きいでて美はし．
　されどこの宮居に慣れたるまらうど達は，こよひこれに心留むべくもあらねば，……足
　をとぐむるものほとほとなかり‘き」．（中略）
　　　「かたりをはるとき午夜の時計ほがらかに鳴りて，はや舞踏の大休となり，……隅の
　観兵の問に設けたる夕餉に急ぐまらうど，群立ちてここを過ぎぬ．姫の姿はその間にま
　じり，次第に遠ざかりゆき」ぬ、
　　なお，「磁器の間」に関しては，すでに秋期軍事演習中の国王招待昼食会に際して言
　及がある．「……大隊長と倶にグリンマ……といふところの銃猟仲間の會堂にゆきて演
　露見に來たまひぬる車坐の宴にあっかる・……」．（中略）「會堂おもひの外に美しく，食
　卓の器は王宮よりはこび來ぬとて，純銀の皿，マイセン焼の陶ものなどあり．この國の
　やき物は東洋のを粉本にしっといへど，染いだしたる草花などの色は，我邦などのもの
　に似もやらず．されどドレスデンの宮には，陶もの・間といふありて，支那日本の花瓶
　の類おほかた偏れりとそいふなる」．
　　これに関連して，『日記』では次のように記述されている．明治19年1月1日の条，
　　「再び王宮に赴く．……許多の華麗なる室を過ぐ．一室あり．日本支那の陶器を陳ねて
　四壁を飾る」，18年9月6日の条，「午後二時……グリムマGrimmaの猟堂
　Schuetzenhausに至る．國王の招鑓に赴くなり．……器具は王宮より搬し判る．陶器は
　マイセンMeissenの製にして，支那に摸したり．白地に紅緑の花卉を驚く．又銀閣もて
　食を供す」．付言すれば，ドレースデンに赴く車中から「マイセン……の城を望む」（r日
　記』，18／5／12），とあるマイセン城が，長い間マイセン磁器製作所g本拠であった．
（16）金子1992，p．64．この記述と，同じ章の別の箇所の記述，「新興ドイツはまさに地方
　分権の伝統の上に成立した国家であった」（p．47）とは，どのように関連するのであろう
　か，
（17）小堀1969，p，51．
（18）1月11日の陸軍大臣邸の夜会における来客のうち．大臣は「五六名とす」，と『日記』
　にあるが，当時のザクセンには中央官庁は6省しかなく，陸軍大臣ファブリスは外務大
　臣を兼務していたから，現職大臣は5人目かいなかった．SHB　1886／87，　S．148，閣僚会
　議議長は一般に一大臣の兼務であり，当時はファブリスであった，宮内大臣は，r国政
　便覧』（SHB）において最初に記載される宮内省を管轄したけれども，閣僚会議の構成
　員ではなかった．当時の宮内大臣は内務大臣ノスティッツ＝ヴァルヴィッツの兼務で
　あった．SHB　1886／87，　S．131．なお，シュミット1995，　pp．184－185のザクセン大臣
　歴任表を参照．
（19）シュミット1995，pp．8，12－13，33を参照．なお，陸軍参謀部は当時のザクセンで
　は，軍団総司令官にではなく，陸軍省に下属する機関であったt一シュミヅト1995，p．
　11，
（20）ただし，『日記』，8月29日の条では，国王ではなく，ザクセン陸軍大臣とされてい
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る．これは同じことを意味するであろう，国王の正式文書には担当大臣の副署が必要不
可欠であったからである．シェミット1995，pp．5－6．
（2）鴎外の訪問地
　本節では，鴎外がザクセンで訪問した場所のいくつかを検討する．鴎外が
招待されたとされる，ドレースデンの宮城は次節で取り上げる．
　鴎外がドイツ留学最初の1年を過ごしたライプツィヒについて，彼の下
宿，昼食と夕食を食べた「第二の下宿」，衛生学研究所，および，指導教授
ホーフマンの自宅はすでに明らかにされているω．また，ホーフマンの助手
兼軍医ヴュルツラーと内科講師ショイベの自宅については，金子1984（2＞を
参照されたい．
　鴎外は，1885年8月末から9月初めにかけて，17日間のザクセン軍団演習
に参加した．その時の『日記』に記載された集落は，川上1977（b）（3）の地図に
示されている．地名の綴り字は，ゼルカ（Serka）とヴェッテリッツ（Wet－
teritz）に関する同論文，　p．130の推定を含めて，正しい．これらすべての集落
に関する記述を含むBlaschke　1957（4）によれば，ゼルカ（Sarka）村ははるか
東方にあり（5），ロヅテリッツ（Rotteritz）という集落はザクセンになく（6），名
前が似ているロッテウ“イッツ（Rottewitz）村は，東方，かなり遠くにあ
る（7）からである．ただし，この地図のGreschwitzはグレヒヴィッツ（Grech－
witz），そして，　Jeeswitz（8）はイエーゼヴィッツ（Jeesewitz），の誤植である．
また，ムッチェソ（Mutzschen），ネルビャウ（Nerchau）とトレプセン
（Trebsen）の3集落は村ではなく，グリマ（Grimma）と同じように，中世
都市の伝統をもつ都市である．以上の集落は，主として19世紀前半を研究対
象としてきた私の常用地図Ehrenstein　1852（9）に，すべて記載されている．な
お，中川1988（lo）の地図では，原図にあるケルミヒェン（K611michen），メル
シュウ“イッツ（Merschwitz），シュモルディッツ（Schmorditz）とヴェッテ
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リッツが丸で囲まれておらず，ハウビッツ（Haubitz）とゼルカは原図にな
い．
　ビスマルク帝国に関心を持つ人は，いわゆる参謀本部地図（11）との照合を考
えるであろう．それのNr．390にカネウ“イッツ（Cannewitz），デーディッツ
（Deditz），グロッテウ“イッツ（Grottewitz），マッヘルソ（Machern），ネル
ヒャウ，シュモルディッツ，トレプセンとウ“ユルシュヴィッツ（WUrschwitz）
が，Nr．391にガステヴィヅツ（Gastewitz），ゲットヴィッツ（G6ttwitz），
ムヅチェン，ゼルカとヴァーゲルヴィッツ（Wagelwitz）が，　Nr．415㍗こブレー
ゼソ（Br6hsen），デーベン（D6ben），グレヒヴィッツ，グリマとハヴビッツ
が，Nr．416にイエーーゼウ“イッツ，ケルミヒェン，メルシュウ“イヅツ，ラーゲ
ヴィッツ（Ragewitz），ウ“エッテリヅツとチョッパハ（Zschoppach）が記載
されている（12）．
　鴎外が「イxダ姫」を初めて見た場所は，『日記』，8月31日の条では，「三
二山Galgenburgjとされている．これは「デーヂヅツ村の南にあり，現在で
は（公式には1873年以来）デーヂッツ・ヘーエと名を改めている（13）」．19世
紀前半の地誌は，「（デーディッツ村の）南東に礫柱山（Galgenberg）があ
る……（14）」，と記している．
　鴎外が宿泊したマッヘルン城とデーベン城を見ると，騎±：農場マッヘルン
の地租課税単位は12，970（15）で，総面積493haのうち，耕地が270ha，森林が
167ha．宅地・園地が8ha，公園が40haであった（16）．マッヘルンの城と広大
な公園については，川上1977（a）；川上1977（b）；藤井1988（17＞が詳細である．
騎士農場デーベンの地租課税単位は10，600（16）で，総面積312haのうち，耕地
が160ha，森林が119ha，宅地・池が12haであった（18）．規模の大きいデーベン
城については，川上1977（a）；川上1977（b）（19＞を参照されたい．r文つかひ』
の「デウベン城」が，現実のデーベン城とマッヘルン城を重ね合わせたもの
であることを，現地調査に基づいて最初に指摘しためは，私の知るかぎり，
川上1977（a）（20）である．
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　第二の長期滞在地は，ライプツィヒにいた鴎外が負傷者運搬演習のために
訪れたことのあるドレースデンであった．関連するいくつかの場所のおおよ
その位置は，次のとおりである．
　ドレースデン市は，エルベ河を挟んで，右岸（北岸）の新市街と左岸（南
岸）の旧市街に分けられる。エルベ河に架かるドレースデン最古の橋は，！8
世紀ザクセンの君主アウグスト強健侯（21＞に因むアウグストゥス橋（『日記』，
18／10／13の「アウグスツス橋AUgustusbruecke」）である．r文つかひ』で
は，「王都の中央にてエルベ河を横ぎる鐵橋」と表現されている．しかし，鉄
橋ではなく，石橋であった（22）．
　この橋の北詰西側に，かつての新市街警備本部で，丸太小屋＝ブロックハ
ウス（Blockhaus）と呼ばれる建物があった．その北側は新市街市場広場
（Neustadter　Markt）であった（23）．この広場から東に修道院路（GroBe
Klostergasse）が通じていた．これは，かつてのアウグスティヌス派修道院
に因む（24）．新市街市場広場から北西方向に大マイセン街（GroBe　MeiBner
StraBe）をしばらく行くと，左手に，つまり，エルベ河沿いに「日本宮殿」
（Japanisches　Paiais）カミ餐え，右手には，（ドイツ）皇帝ヴィルヘルム広場が
あった（25）．
　新市街の北部郊外には，当時のザクセン国王アルベルトに因む陸軍特別地
区，アルベルトシュタットがあった．まず，新市街市場広場からほぼ北に，
中央街（Hauptstr，）とアルベルト広場を経て，明馨街（Alaunstr．）を，合わ
せて2㎞足らず行くと，明馨広場（Alaunplatz）があった．8．5haのこの広場
はザクセン軍の練兵場（『日記』，18／5／13の「練兵場」）であった（26）．さらに
その北部に，ドイツ帝国成立の後，360haの陸軍特別地区，アルベルトシュ
タットが建設され，それまでドレースデソ各所に駐屯していた諸部隊は，こ
こに移された．陸軍病院（r日記』，18／5／14の「平時病院」，10／12などの
「衛戌病院」）も，その東南部のマリーエン並木道（Marienallee）に建設され
た．陸軍病院には後に軍医監P一トの記念碑が建立された．例外は，新市街
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市場広場ブロックハウスの陸軍省と，旧市街ザクセン広場（アウグストゥス
橋よりも上流に架かるアルベルト橋の南詰の広場）の狙撃兵兵舎とであっ
た（2T）．
　アウグストゥス橋を南に，つまり，旧市街の方へ渡ると，宮城前広場
（SchloBplatz）に達する．この広場の東側は「ブリュール伯爵の丘」（BrUhl－
sche　Terasse）とブリュール宮殿（Palais　BrUhl），南側は宮城のゲオルク館，
西側はカトリック宮廷教会であった（28）．宮城前広場からアウグストゥス街
（r三つかひ』の「アウグスツスの廣こうち」）が東南方向に通じており，前
国王ヨハン（29）に因むヨ・・ネウム宮殿を過ぎると，新市場広場（Neumarkt）
に至る．ゲオルク館とヨハネウム宮殿を結ぶ「長廊下」の外壁は，1876年に
漆喰（！907年にマイセン磁器）による「君主の行列」の浮き彫りで飾られ
た（30）．ゲオルク館1階のゲオルク門から南へ宮城街（SchloBstr．）が延びて，
旧市場広場（Altmarkt）に達し，その延長上に，かつての湖に因む湖街
（Seestr．）があった．宮廷教会の西は劇場前広場（Theaterplatz）であり，こ
の広場の北西に宮廷劇場が，南西にツヴィンガー宮殿が建てられてい
た（31）．宮城の南西にあるタヅシェンベルク宮殿（Taschenbergpalais）とその
南西のゾフィー教会との問から，宮城街に達するまでの東西の道路が，修道
±：小路（Kleine　BrUdergasse）であった．それと平行して，ゾフィー教会の南
から宮城街に至る東西の道路が，修道士路（GroBe　BrUdergasse．『日記』，
18／10／14の「信院大街Grosse　Bruedergasse」，19／1／1の「大信院街」）で
あった．これらの道路は，かつてのフランシスコ派修道院に因むものであ
る（32）．
　「ブリュール伯爵の丘」（r日記』，18／5／13と11／1の「ブリユウル磧」
Bruehrsche　Terasse，『普請中』の「ブリユウル石階」）は，18世紀半ばのザ
クセン選帝侯フリードリヒ・アウグストニ世（33＞の下で全権の総理大臣とな
り，マイセン磁器製作所監督を兼ねたブリュール（Heinrich　von　BrUhl）伯
爵〔34＞が，1740年代に建設した丘で，1814年に一般に公開された．この丘の最
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も東の部分は，かつての処女砦（後にヴィーナス砦）であった．アウグスト
強健侯の命令によって実験を重ねたベットガー（Johann　Friedrich　B6ttger）
は，この砦で1709年にヨーロッパ最初の硬質磁器の製作に成功した．1842年
にここに建設されたべルヴェデーレ（Belvedere．『日記』，18／5／13の「ベル
エデエルBelv6dbre亭」）は，ドレースデンで最も著名なレストランの一つ
であった．このブリュール庭園から道路を隔てて南側にあった武器庫は，
1884／87年に改装されて，国王アルベルトに因むアルベルティヌム宮殿と
なった（35）．
　宮廷劇場（『日記』，18／10／12の「古市Altstadtなる宮廷三園Hofthea－
ter」）は，1841年にゼンパー（Gottfried　Semper）の設計で建設された劇場
が，69年に火災で焼失したために，78年に再びゼンパーの基本設計に基づい
て建設されたものである（36）．
　ツヴィンガー宮殿の北側部分を占める博物館用建物は，ゼンパーによって
設計され，1855年に完成した．絵画館（『日記』，18／5／13，10／13の「徳停の
書廊」，rうたかたの記』の「ドレスデンの蓋堂」）がその中心であった（37）．
　彫刻コレクションは，ツヴィンガー宮殿のゼンパー画廊の東側広間と「日
本宮殿」の1階に収蔵されていたが，アルベルテaヌム宮殿の改装後はそこ
に移された（38）．『日記』，18／5／13の塑像館はゼンパー画廊の部分を指すの
ではなかろうか．
　ツヴィンガー宮殿の「動物学・人類学・民族学博物館」は，自然史博物館
の「インド」（外国）部門，動物学博物館と人類学コレクションを1875年に統
合したものである（39）．『日記』，18／11／26の「民類學展覧場Ethnologisches
Museum」である．
　「日本宮殿」は，アウグスト強健侯によって1723－33年に大幅に増築され
て，反り返った屋根を持つ，華麗な大宮殿となり，膨大な中国，日本および
マイセン磁器コレクションがここに収蔵された．19世紀には，地下の19室に
磁器コレクションが（1876年まで），1階に彫刻と鋳貨のコレクションが
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（1877ないし87年まで），2階には王立図書館（1889年以後は全館．『日記』，
19／1／11の「圖書館」）があった（40）．
　陸軍省（『日記』，18／10／12の「兵部省」）の場所は，既述のとおりである，
陸軍参謀部（r日記』，18／！0／12の「参謀本部」）も，前節注⑲で述べた理由か
ら，陸軍省の中にあった，と考えられる．
　軍医学講習会の開会式は，陸軍特別地区，アルベルトシュタットの陸軍病
院で行なわれた（『日記』，18／10／12）．講習会場も同じであったであろう．
　19世紀初めの大臣で，マイセソ磁器製作所の監督を兼ねていたマルコリー
二（Camillo　von　Marcolini）伯爵に因むマルコリー二宮殿（Marcolini－Palais）
は，旧市街の西部郊外オストラ（Ostra）にあった．ここの「中国の間」で
1813年6月末にフランス皇帝ナポレオンばオーストリー宰相メッテルニヒと
会談した．ドレースデソ最古の市立病院を継承した市立フリードリヒシュ
タット病院は，この宮殿に1845年に移転し，その後，幾度も拡張された（41）．
『日記』，18／11／13の「府病院」がそれである．
　「大公園」は，17世紀にザクセンの君主の狩猟場として旧市街の東部郊外
に設けられ，1814年に一般に公開された．面積約200haで，ドレースデン最大
の公園であった．1861年に約13haの動物園が開園し，81－86年には，当時の
王妃カローラに因むカP一ラ池が掘削された（42）．『日記』，18／11／22の「大
苑」，および，18／5／12の「動物園」と「カPtラ湖Carolasee」（rうたかたの
記』では「カロラ池」）である．
　工業学校（Technische　Bildungsanstalt）は1828年の国王の特許に基づい
て．「ブリュール伯爵の丘」にある建物の一つで開学した．71年に工業専門学
校（Polytechnikum．　r日記』，18／12／7，12／14の「工學校」）に昇格し，75年
に，旧市街南部の中央駅よりもさらに南部の郊外に新築された建物に移転し
た（43）．
　地学協会（Verein　fUr　Erdkunde）は1863年に修道士小路11番地に創設さ
れ，しばしば講演会を催した（44）．r日記』の18／10／30から19／3／6まで何度
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も記載されている「地學協會（Verein　der　Erdkunde）」カミ，これであろう．
　鴎外の下宿，修道院路12番前は川上1977（b）（45）；金子1988（46）；金子
1992（47）を参照されたい．ただし，「易北河の南岸アウグスツス橋……の畔に
在り」，との『日記』，18／10／13の記事，および，それに基づく苦木　（6）
1984（48）；金子1985（49）；金子1992（50）の記述は誤りで，「北岸」でなければな
らない（51＞．軍医監ロートの自宅は皇帝ヴィルヘルム広場6番地（52）に，陸軍大
臣ファブリスの自宅は釣船11番地（53）にあった．
注
（1）川上1984，pp．　29－31，43；金子1984，　pp．45－53，56．なお，川上1984のp．
　35，下段5行目の「ロイス」はロイスマン，の誤植である．この論文は，私の知るかぎ
　り，「サント・パウリ唱歌会」への鴎外の出席に関する文献を最初に紹介したものであ
　る．それと同一の文献に依拠した後続の論考，例えば，金子1986（・），pp．34－35；金子
　　1992，pp，16－17は，先行業績を注記すべきではなかろうか．
（2）金子1984，pp．53－55．なお，この論文のp．45，下段7行目の「房」は一房，15行目
　のrVor」はvon，17行目rWohl　Sophie」はWohl，　Sophie，の誤植である．p，49，
　16行目の「鴎外が」は鴎外が通った，とすべきであろう．p．51，上段2回目のrJahri－
　gen」はjljhrigen，　p．55，下段8行目のrStabs」とrh．」はStabs一とb，，9行目の
　　rJus．」とrder」はInf．とdes，の誤植である．p．　55，下段8行目にrVH．」とあるか
　ら，p．　54，6科目，11行目とp．55，下段15行目の「第入」は第七でなければならない
　　（川上1984，p，35を参照）．さらに，　p．56，上段3行目と7－8行目の「フォーゲナ」
　はフォーゲル，p．56，下段4行目のrVogel　Hildegard」はVogel，　Hildegard，7行目
　のrNiedermueller　Anna」はNiedermueller，　Anna，9行目のr　Rikolai……」は
　Nikolai……，の誤植である．p．56，下段5行目のrHausmanns」，および，12－13行目
　の「食事の提供だけでなく下宿人もおいていた」は，Kaufmanns，および，女性市民＝
　商人の未亡人である，とすべきであろう．p．58，下段4行目の「衛生」は衛生学，　p．
　59，下段15行目の「二十九日」は二十九日に，p．60，上段1行目のrBlums」と
　　「……dblatter」はBlumと……dsblatter，　p．60，上段5行目の「ヘンリーテ」はヘン
　リエッテ，p，60，上段7行目のrAugust」はAugusta，同行およびp，60，下段10行目
　と14行目の「アウグスト」はアウグスタ，の誤植である，
（3）川上1977（b），p．131．なお，この論文のp．122，下段1行目の「タアル」と「Eduard」
　はタアル街とFrau　Eduard，　p．123，15行目の「Vogge1」はVogel，の誤植である．
（4）この書物は，当面の課題に限れば，各集落の大掴みな位置，都市と村落の区別と
　1890年の人口を記載している．
一103一
612
（5）　Blaschke　1957，　S，457．
（6）　VgL　Blaschke　1957，　S．　47＊．
（7）　Blaschke　1957，　S．92．
（8）GreschwitzとJeeswitzという集落は，ザクセンに存在しない．　Vgl．　Blaschke
　　1957，　S，18＊，　24＊．
（9）　Ehrenstein　1852，
（10）中川1988，p．　43、なお，この論文のp．　36，上段2行目のrMurde」はMulde，　p，
　36，下段5行目とp．42，下段8行目の「軍医副」は一等軍医，の誤植である．
（11）　Karte　1890．
（12）ただし，シ＝モルディッツは1949年にネルヒャウ市に，ゼルカは1950年にカネウ“イッ
　ツ村に併合された．Blaschke　1957，　S．197－198．また，ドイツ再統一以後の自治体合併
　のために，ブレーゼン，ハウビッツ，ラーゲヴィッツとチョッパハの4村は新しいテユ
　ムリッッヴァルデ（Thilmmlitzwalde）村に統合され，カネウ“イッツ，デーディッツ，グ
　ロッテヴィッツ，シュモルディッツ，ゼルカとヴュルシュヴィッツの6村はネルビャウ
　市に，デーベンとグレヒヴィッツの2村はグリマ市に，ガステヴィッツ，ゲッテヴィッ
　ッ，ヶルミヒェン，ヴァーゲルヴィッツとヴェヅテリッツの5村はムッチェン市に，そ
　れぞれ統合された．ムルデ渓谷下役所自治体部回答，
（13）川上1984，pp．　40－41．
（14）　Schumann　1828，　S．　108．
（15）ザクセンには騎士農場が約970あり，その平均地租課税単位は約6，300であった．松
　尾1990，p．210を参照．したがって，騎士農場マッヘルンはザクセンの騎士農場の平均
　規模の約2倍，デーベンもそれに近かったのである，
（16）　Hofmann　1901，　S．　248．
（17）川上1977（a＞，pp，5－16；川上1977（b），　pp．128－130；藤井1988，　pp．144－154．
（18）　Hofmann　1901，　S．　245．
（19）川上1977（a＞，pp．18－21；川上1977（b），　pp．132－133．なお，1815年のヴィーン会議
　の決定によって，ザクセン王国の旧領土の半分以上はプロイセンに割譲されたが，
　デューベン（Dttben）市はそれに含まれていた．　Schumann　1828，　S．　441．したがって，
　鴎外当時のデューベンはザクセン軍団の演習地にはなりえなかった．
（20）　刀1」二　1977（a），　P．28，
（21）アウグスト強健侯については，第4節注（4）を参照．
（22）　Stimmel　1994，　S，　55．
（23）　Stimmel　1994，　S．　71－72，　292．
（24）Stimmel　1994，　S，224．鴎外はGrosse　Klostergasseを「尼院大胆」（r日記』，18／
　10／13）と訳している．
（25）Stimmel　1994，　S．　72，163－164，201－202，310．この広場はビスマルク帝国成立ま
　では，「日本宮殿」に因んで（日本）宮殿前広場（Palaisplatz）・と呼ばれていた．
（26）　Stimmel　1994，　S，　35，　37，　177．
（27）Stimmel　1994，　S．36－37，214，357，陸軍特別地区，アルベルトシュタットには陸軍
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　刑務所（Militarfestungsgefangis）も建設された．『日記』，18／11／6の「囚獄」がこれで
　あろう．内務省の下部機関としての刑務所（Strafanstalt，　Zuchthaus）はドレースデン
　にはなかったからである．Vgl．　SHB　1886／87，　S．453－458．
（28）Stimmel　1994，　S．250，306，375．ブリエール宮殿の場所には後に邦議会議事堂が建
　設された．
（29）　『四つかひ』の軍事演習中の記述に，「ダンテの耐噛課したまひきといふヨハン王の
　おん喬なればにや」，とある前国王ヨハンは，現国王アルベルトとザクセン軍団総司令
　官ゲオルクとの父で，フィラレテス（Philalethes）の筆名で1833年から66年までに『神
　曲』を翻訳・出版した．ヨハンについては，シュミット1995，pp．29－32，131一一
　132；ルーラント1996，pp．200－220を参照．
（30）　SchloB　1992，　S．72，　105，　1271Dresdner　Hefte　1994，　S，28　i　Stimmel　1994，　S，
　56，147－148，203－204．ヨハネウム宮殿は，歴史博物館と磁器博物館となった．
　Meinhold　1881，　S，　109－123；Dresdner　Hefte　1994，　S．　95　i　Stimrnel　1994，　S．　203－
　204．歴史博物館は主として武器と武具を展示していた，「我邦維新前の」小銃をも収蔵
　する「武庫」（『日記』，18／10／20）が，これであろう．しかし，『日記』，18／10／17の「壮
　大」な「兵器庫」は陸軍特別地区，アルベルトシュタットにあった，と考えられる，ま
　た，「日本宮殿」から移された磁器博物館の磁器には，すでに番号が付けられていた．そ
　れにもかかわらず，この番号が一般にヨハネウム番号と呼ばれるのは，磁器博物館がこ
　の宮殿で一般に公開されたためである．第二次大戦末期に疎開した，これらの磁器は，
　1958年にドレースデソに戻り，62年から公開された．ツヴィソガー宮殿南西隅の磁器博
　物館は現在，中国磁器約5，000点，日本磁器約1，200点，マイセン磁器約14，000点を所蔵
　している．Seydewitz　1965，　S．44－45；Porzellansammlung　1989，　S．5－7．
（31）　Stimmel　1994，　S．300－302，　375－376，　384，　423．
（32）Stimmel　1994，　S．163，220，二つの道路は第二次大戦後に廃止された．
（33）ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグストニ世については，第4節注（4）と⑫を参照．
（34）ブリ＝一ル伯爵については，シュミット1995，p．162を参照，総理大臣とは，ザクセ
　ン史上，空前絶後の官職Premierministerの私訳であって，両大戦間期のザクセン邦お
　よびドイツ再統一後のザクセン州の首相（Ministerprasidentの四脚）とは異なる．
（35）Stimmel　1994，　S．　36，66－67，76，80－81．レストラン・ベルヴェデーレは，ドレー
　スデン中心部の他の建物と同じように，第二次大戦末期，1945年2月13日の米英空軍の
　大空襲によって破壊された．その跡地に，ベットガー生誕300年を記念して，1982年に
　彼の記念碑が建立された，なお，『日記』，18／5／13には，軍医会の会場は「ブリユウル
　磯・・…なる「ベルエデエル」……亭なり．亭は易北河の南岸に築ける醤砦なり」，とあ
　る．
（36）Stimmel　1994，　S．300，302．これはようやく1985年にゼンパー歌劇場として再建され
　たJなお，いま一つの宮廷劇場，新市街のそれはアルベルト広場の東にあったために，
　アルベルト劇場とも呼ばれていた．Meinhold　1881，　S．74；Stimmel　1994，　S．　38．『日
　記』，18／11／！4の「新市Neustadtの君恩」である．
（37）Stimmel　1994，　S．153－154．絵画館は1960年に再建され，古典巨匠絵画館となった．
一105一
614
　ただし，「現在この絵（ラファエロのマドンナー松尾）は，ツヴィンガー宮殿のゼン
　パーギャラリー……の中にある特別展示室……の正面にかかげられ」（金子1988，p，
　116．金子1992，p．20も同じ）ている，という記述は，正確でない．確かに鴎外の時代
　には，この作品専用の特別室が1階西北隅にあった．Meinhold　1881，　S．97－98；
　Marx　1992，　S．17－18．しかし，現在では，古典巨匠絵画館2階の天窓のある，最も西
　側の大広間に，同時代の作品とともに展示されている、Gemtildegalerie　1992，　S．30．
（38）　Stimmel　1994，　S．　36，　391．　Vgl．　Meinhold　1881，　S．　105－109．
（39）　Stimmel　1994，　S，250，　397－398．
（40）Stimmel　1994，　S，201－202，358．さらに，川上1977（b））．　p．127を参照，
（41）　Stimmel　1994，　S．　232，　270－271，　286，
（42）　Stimmel　1994，　S．　164－166．
（43）Stimmel　1994，　S．420－422，工業専門学校は1890年に工業大学，1961年には工業総合
　大学に昇格した，
（44）Stimmel　1994，　S．436．地学協会が持っていた多くの図書と地図は，1945年2月の大
　空襲で焼失した，なお，地学協会の番地はドレースデン市立文書館による．Stimme1
　1994は他にも，首都劇場（r日記』，18／11／7の「賛下戯園Residenz－Theater」），「森の小
　城」（同，12／3の「森城Waldschloesschen」），「シラーの小屋」（同，12／6の「シルレ
　ル屋Schillerhaeuschen」），産業・科学知識普及協会会館（同，12／15の「母堂
　Gewerbehaus」）などについての記述を含んでいる，ただし，　r普請中』の「チエントラ
　アルテアアテル」がCentral－Theaterを意味するとすれば，後者は，1900年に完成した
　劇場であった．Stimme11994，　S．89．
（45）川上1977（b），pp．　126－128．
（46）金子1988，pp．119－126．この論文は，一方では，　p，121で『日記』の文章をそのまま
　引用し，他方では，pp，121，125で，下宿は「新市街にあ」り，ここからは「エルベ川
　や，王宮のあるバロック建築が立ち並ぶ対岸の眺めが素晴し」かった「と想像される」
　と記している．なお，この論文本文（資料と写真の説明および注を除く）において，
　p．116，上段7行目のrDietung」はDichtung，　p．121，4行目の「＝handbuch」は＝
　Handbuch，5行目のrhauptstadt」はHauptstadt，10行目のrGheg．」はEheg．，
　12行目のrDor，」はDor．，19行目のrKloser一」はKloster一，　p，125，3行目のrPop－
　pelmarns」はP6ppelmann，　p，126，上段5行目の「ヴァルトネル」と17行目の「バルト
　ナル」はバウトラー，p．128，下段3行目の「1885」は1985，　p．130，上段10行目の「留
　学生」は留学生取締，p．工34，上段ユ行目の「grab－」はGrab一，の誤植である．また，
　p．121，下段11行目のrE」は何を意味するのであろうか．
（47）金子1992，p，7．
（48）苦木（6）1984，p．167，
（49）金子1985，p，165．なお，この論文のp．166，18行目の「ベルリン時代に」はドレー
　スデン滞在中にベルリーンで，19－20行目の「dramatischer　Literatur　Kunst」は
　dramatischen　Literatur　und　Kunst　in　Deutschland，の誤植である．
（50）金子1992，p，22．
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（5D前注㈹の『日記』引用個所も，「ブリュール伯爵の丘」がエルベ河の南岸にあること
　を，明記している．川上1977（b），p．126では，次のように記述されている．「王宮前の橋
　（……アウグストゥス橋……）が鴎外の下宿のあった新市街へ行く最：短距離にあ
　る……」．「その橋の旧市街のたもと」の「ブリュウル石階の上のベンチに腰をおろして
　エルベ河を眺めると丁度鴎外が下宿していた街の一角が対岸に見える」．
（52）　AdreBbuch　von　Dresden　1886，　S，　409．
（53）AdreBbuch　von　Dresdbn　1886，　S．93．『日記』，19／1／11には「大臣官舎」（Mini－
　sterhδtel）と記されている．
（3）　ドレースデンの宮城
　ドレースデンの城が最初に文書に記録されたのは，1289年である（1）．ド
レースデンの宮城は1485年から第一次世界大戦敗戦まで，ヴェッティーン家
（Wettiner）アルベルト系君主（初めはザクセン公，1548年か，らザクセン選
帝侯，1807年からはザクセン国王）の居城であった（2）．この間に宮城の増改
築は何度も，本稿との関連で言えば，19世紀半ばに，そして，最後に1889－
1901年に，行なわれた（3），
　以下では，1889年の改築開始直前の宮城の再現を，r三つかひ』および『日
記』の記述と関連する部分についてのみ，試みる．ただし，改築直前の平面
図が入手できなかったので，1933年の3階平面図（4＞を110ページに掲げる．当
面の課題には，これでほぼ差し支えないと考えられる．なぜなら，19世紀末
の改築は主として外観に関わるものであり，第一次大戦以後は改築は行なわ
れていないからである．門と中庭，さらに，複数階にわたる部分の位置も，
便宜上，3階平面図の関連個所に示されている．
　宮城の門としては，古さの順に次のものがあった．
　（！）南門（das　SUdiiche　Torhaus．付図の1）は，宮城最古の門であり，
1683年の改装によって，一翼北側の「広い中庭」（der　GroBe　Hof．付図の
N）と南翼南側の「狭い中庭」（der　Kleine　Hof．付図のV）の間の通路と
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なった⑤、
　（2）新門（das　neue　Torhaus．付図の皿）は16世紀末に，「狭い中庭」の東
門として設けられた⑥．
　（3）緑門（das　GrUne　Tor）．物見塔の西側の狭い出入口が，かつては緑門
と呼ばれていた．1693年に，ガーター勲章を授与するイギリス使節を迎え入
れるために，物見塔の一階中央に門が穿たれ，以後この門（付図の皿1）が緑
門あるいはイギリス門（das　Englische　Tor）と呼ばれるようになった（7）．
　複数階にわたる部分として，次のものがあった．
　（1）物見塔（Hausmannsturm）．宮城の北翼の西端に築かれていた物見塔
（付図の①）は，16世紀半ばの宮城の増築以後は三二の中央を占めることに
なった．これは1676年に約100メートルにまで高層化され，ドレースデンで
最：も高い建造物となった（8）．
　（2）バルコニー（Altan）．物見塔の南壁に接した，4階建てのバルコニー
（付図の②）は，北翼の各階の東部と西部の連絡のために，16世紀半ばに増
築された．物見塔の厚い壁を穿つことが，当時は困難であったからであ
る（9）．
　（3）イギリス階段（die　Englische　Treppe）．「広い中庭」の三隅に設けられ
た螺旋階段が，かつては宮城の各階を結んでいた．各階の連絡を容易にする
ために，また，イギリス門と同じ目的のために，同じ年に，東回の南端にイ
ギリス階段（付図の③）が作られた．1701年の火災後，18年に再建・改装さ
れた．踏み段は白大理石であった（エ⑪）．r文つかひ』では，「赤き髭を一筋に敷
きたる大理石の階」と表現されている．
　（4）ゲオルク館（Georgenbau）．エルベ河に架かる橋（後のアウグストゥ
ス橋）の南端には，13世紀初めにすでに門が存在した．このエルベ門（Elb－
tor）は16世紀前半にザクセン公ゲオルクによって，ドレースデン最初のルネ
サンス様式建築，3階建てのゲオルク館（付図の④）として改築され，宮城
と統合された．1階の一部は，橋と宮城小路（SchloBgasse）の間の通路，ゲ
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オルク門（Georgentor．付図のW）となった．1701年の火災後，18年に再建
された．1834年には4階が増築された．その3階は1868年に，舞踏用小広間
と王妃謁見室（付図のb（ll））に改築された（12）．「シユPスガツセに跨」ってい
る（『三つかひ』）のは，このゲオルク館であった．ただし，宮城小路はすで
に1858年に宮城街と改称されていた（13）．
　儀式と饗宴のための部屋は3階にあった．
　（A）東翼．
　かつての「舞踏用広間」（“Dantzsa11”）は16世紀半ばに，そして，17世紀
半ばにも拡張されて，宮城で最も広い部屋，「巨人の広間」（Riesensaal）と
なった．1701年の火災の後，17年に「英雄の広間」（Heldensaal）として再建
された．アウグスト強健侯の没後，この広間は君主家族の居室に区分され
た（14）．1881年のドレースデン名所案内書には，ザクセンの歴代君主の肖像
（これは，『文つかひ』の「三巴よ・の油豊の肖像」であろう）などを掲げた
「控室」（Vbrzimmer）と「控えの広間」（Vorsaal．付図のaをこれと想定し
ておく）を過ぎると，舞踏用大広間に達する，と記述されている（15）．なお，
『文つかひ』で最初の舞踏の後，「国王向ひの座敷……へうつり玉ひぬ」，と
ある部屋が，どこにあったか不明である．東翼の一室ではなかろうか．
　（B）北翼．
　（1）舞踏用大広間（der　GroBe　Ballsaa1）．北翼の東部にあった，古い「巨
人の間」（Riesengemach）は火災後の1718年の再建の際に，さらに拡張され，
新しい「巨人の間」となった．長さが約29メートル，幅が約11メートルのこ
の広間（付図の。）は，1854年に舞踏用大広間に改装された．1882／83年にも
改装され，楽団用の高下が設けられた㈹．r文つかひ』には，「王族廣間（＝
舞踏用大広間）の上のはてに往着き玉ひて，……かねて高廊の上に控へた
る……三人がひと聲鳴らす鼓と・もに『ポロネーズ』といふ舞はじまりぬ」，
という文章が見られる、
　（2）　「塔の問」（Turmzimmer）．物見塔の3階部分に当たる「塔の間」（三
一109一
???
　　　　　　　　　　NO　　　　　　　　　　50m
　　　　　　④@
f e d　　　c b噛
uI．9 ②皿
??
h i
．」
　a
???
V
宮城3階平面図（a－j）
??
?????
????南門
新門
緑門
「広い中庭」
「狭い中庭」
ゲオルク門
???? ?? ?????。?? ?????控えの大広間
王妃謁見室
舞踏用大広間
「塔の間」
「提議の広間」
新玉座広間
謁見用第一控室
「アウグスト強健侯の謁見室」
「謁見用寝室」
南翼
?、、?????????
620
図のd）は，約10メートル四方の部屋で，かつては北側に天窓が一つしがな
かった．アウグスト強健侯は1719年に，「塔の間」の東壁と西壁の一部を穿っ
て，東隣の「巨人の問」（後の舞踏用大広間）と西隣の「提議の広間」（大宴
会場）との通行を可能にした．この部屋の床は白と黒の大理石であり，壁面
には12枚の大型鏡が貼り付けられていた．1896年になって，南壁の一部が穿
たれ，バルコニーとの問に扉が設けられた（17）．
　（3）　「提議の広間」（Propositionssaal）．「塔の間」の西にある「石の広間」
（“Steinerner・Saal”）は，16世紀半ばに建造され，長さが約28メートル，幅が
約11メートルあり，1722年に「提議の広間」に改装された．身分制議会ない
し1831年の欽定憲法下の邦議会の開会に際して，領邦君主が審議事項をここ
で議員に提議したからである．そのために，ここは議会広間（Standesaal）
とも呼ばれた．この広間（付図のe）は，宮廷の舞踏会などに際しては，大
宴会場（Bankettsaal）あるいは大食堂（Speisesaal）として用いられた（18）．
r日記』，19／1／13の「饗宴堂Bankettsaal」である．
　（c）三二．
　西翼は，「提議の広間」と同じように16世紀半ばに，賓客用に建造された．
3階西北端には，約19メートルに約11メートルの広間（付図のf）があっ
た．この広間は，七年戦争によって被害を受けた後，新玉座広間（der　Neue
Thronsaal）に改装され，西端に玉座が置かれた．それ以後，ザクセンの君主
の謁見はここで行われた．この部屋は，二二に連なる「謁見の問」の一部と
して，「隅の謁見の広間」（Eckparadesaal）と呼ばれ，また，大食堂としての
用途から「隅の食堂」（Ecktafelzimmer）とも呼ばれた（19）．『文つかひ』では
「隅の観兵の間」，『日記』，19／1／13では「隅儀堂Eckparadesaal」と表現さ
れている．
　新玉座広間の南には，アウグスト強健侯によって1718年に改装された6
室，すなわち，第一および第二控室（Vorzimmer）と，宮城の中で最も格式
の高い部屋，謁見室（Audienzgemach，付図のh）とが西側，劇場前広場側
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に，退去室（Retirade）2室と謁見用寝室（Paradeschlafzimmer．謁見ではな
く，高位賓客の退去のために用いられた部屋，付図のi）とが東側，「広い中
庭」側にあった（20）．r日記』，19／1／1の「王妃は背後の一室に至り，卓に俺
りて座す．……客禮を行ふ．王妃……答点す」，という部屋は，北側の第一控
室（付図のg）ではなかろうか．
　（D）南翼．
　南翼（付図のj）は，アウグスト強健侯によって1707年に，宮城で最も長
い部屋，「絵画の広間」（Bildersaal）あるいは大画廊（Grand　Galerie）に改装
されたが，間もなく君主家族の居室に区分された（21）．
注
（1）　SchloB　1992，　S，　49；MUIIer　1995，　S，　71．
（2）　SchloB　1992，　S．　52　i　Dresdner　Hefte　1994，　S，　9－10．
（3）SchloB　1992，　S．152；Dresdner　Hefte　1994，　S．76－78；MUIIer　1995，　S．18－20．宮
　城の大部分は，ドレースデン中心部の他の建物と同じように，1945年2月の大空襲に
　よって破壊された，宮城の本格的な再建が開始されたのは，ようやく1986年からであ
　る．外観は主として1901年の後期歴史主義のもの，内部は，主として16世紀後半のルネ
　サンス様式，さらに，アウグスト強健侯によるバロック様式への改築後の状態の復元が
　目指される．ただし，舞踏用大広間は19世紀半ばが基準とされる．一宮城の建物と内
　装は，2006年のドレースデン市制800年記念祝典までに完成し，ザクセン州立ドレース
　デン博物館群の諸施設として利用される予定である，Dresdner　Hefte　1994，　S，77－
　78，81，92－95；MUIIer　1995，　S．19－20，再建される建物の1階平面図はSchloB
　1992，S．156；Dresdner　Hefte　1994，　S．80；MUller　1995，表紙見返しに，3階平面図は
　SchloB　1992，　S．157；MUIIer　1995，裏表紙見返しにある．
（4）これは，アウグスト強健侯没後200年記念展覧会の記念出版物（FUhrer　1933）の表紙
　見返しから取られた．
（5）　SchloB　1992，　S．　95；MUIIer　1995，　S．　39．
（6）　SchloB　1992，　S，　71－72；MUIIer　1995，　S．　38．
（7）　SchloB　1992，　S，　95　i　Dresdner　Hefte　1994，　S，　36　i　MUIIer　1995，　S．　40．
（8）SchloB　1992，　S．54，68，93－94，！50；MUIIer　1995，　S．22，24．物見塔は1991年に再
　建され，最上階が展望台として一般に公開されている．
（9）　SchloB　1992，　S．　68，　70　i　MUIIer　1995，　S，　31．
（10）　SchloB　1992，　S，　98　i　MUIIer　1995，　S．　29，　37．
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（11）ザクセン州大蔵省城館管理部の回答によれば，王妃謁見室はゲオルク館3階の北西
　部分で，小舞踏室は南側部分である．しかし，ここではザクセン文化財研究所の回答に
　従っておく．
（12）　SchloB　1992，　S．　62，　65，　118，　122，　124　1　Dresdner　Hefte　1994，　S．　20－21　；　MUIIer
　1995，S、26－27．ゲオルク館は戦災後，最も早く1967年遅再建され，94年には，宮城の歴
　史に関する展示室が設けられた．
（13）Stimmel　1994，　S．375．ただし，『日記』，19／1／26の条には「城街Schlossstrasse」の
　表現が見られる．
（14）　SchloB　1992，　S，　86－89，　98，　114　i　MUIIer　1995，　S．　55－56．
（15）　Meinhold　1881，　S．　125－126，
（16）SchloB　1992，　S．98－99，ユ20，122，124；MUIIer　1995，　S．57－58．
（17）　Zimmermann　1905，　S．72　i　Reichel　1972，　S．141－1461SchloB　1992，　S．99；
　MUIIer　1995，　S．　58－59．
（18）SchloB　1992，　S，99一ユ00，1ユ9；MUMerユ995，　S，60．
（19）　SchlbB　1992，　S．　70，　101，　1171MUUer　1995，　S．　61－62．
（20）　SchloB　1992，　S．　100－104　；　MUIIer　1995，　S．　62－65．
（21）SchloB　1992，　S．ユ03－104；Dresdner　Hefteユ994，　S．38－39．
（4）宮城の「磁器の間」
　鴎外によれば，ドレースデンの宮城には，舞踏用大広間に近接して，「陶物
の間」，陶磁史の表現では，「磁器の間」あるいは「磁器室」があった．「磁器
の間」とは，バロック時代の中国趣味を反映して，その壁面全体を，当時珍
奇で高価であった磁器（主として東アジア産）でもって装飾した部屋のこと
である．それでは，鴎外の見た「磁器の間」は，どこにあったか．
　ドレースデンの宮城では，「塔の間」（前節付図のd）が「磁器の間」で
あった．この部屋と隣室との通行を可能にしたアウグスト強健侯は，この部
屋に初めは金器・銀器を飾り，後にここを「磁器の間」に定めた（1）．1896年に
バルコニーとの間に扉が穿たれる直前（2）の，「塔の間」の写真を115ページに
掲げる（3）．
　後にドレースデソ磁器博物館（以下では単に磁器博物館と記す）館長と
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なったツィマーマンは，「塔の間」に関する1905年の論文で次のように書い
ている．
　18世紀には磁器による宮殿の装飾が流行したけれども，それらの磁器がそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノのままの状態で今日まで保存されている事例は少ない．19世紀になると，磁
器は，古典主義に反するとして，軽視ないし無視され，多くの宮殿から磁器
の大部分が失われたからである．
　ドレースデンの宮城には，興味深い多くの磁器が，‘宮廷の饗宴を引き立て
るだけのために，古い配置のままで残されているが，従来ほとんど注目され
なかった．ドレースデンではヨハネウム宮殿の磁器博物館があまりにも有名
であるからである．
　宮城で磁器が置かれている場所は，宮城の象徴である物見塔の3階部分に
当たる「塔の間」と，それの南側の，狭いバルコニーの内部である．約500点
の磁器の多くは，これら二つの場所に肘木あるいは机の上に，18世紀の慣例
に従ってリズミカルに飾られているが，大型の磁器（写真では「龍騎兵の
瓶」7点）だけは壁の前の台座の上に置かれている．
　「塔の間」の磁器は，アウグスト強健侯④の膨大な磁器収集品の一部分で
ある．それらには，いわゆるヨハネウム番号が刻まれている．しかし，これ
らの番号は，同一番号で記入されるのが常であった重複品でないかぎり，
1778年の磁器コレクション所蔵品目録には欠けている．したがって，これら
の磁器は「日本宮殿」から宮城に移されたものである．
　これらが宮城に移された時期は，不明である．この「磁器の間」の成立に
関する資料がまったくないからである．ロココ様式のいくつかの製品が後に
追加されたとしても，1720年代末（原文では「30年代末」とあるが，後の文
章から考えて，このようにしておく）のマイセン磁器が圧倒的に多いことか
ら見て，20年代末に成立したのであろう．1726年にアウグスト強健侯は，磁
器の収集品が「日本宮殿」の収蔵能力を越えたために，同宮殿の増築を決意
した．この増築は，・「日本宮殿」のすべての貴重品の梱包・搬出を必要とし
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た．そのためにアウグスト強健侯は，当分の問享受できなくなった磁器の一
部を，とくに，彼のマイセン磁器製作所の最新作を，宮城に陳列したのであ
ろう．この暫定的な措置が現在にまで及んだのは，彼の後継者，ザクセン選
帝侯フリードリヒ・アウグストニ世④が磁器にそれほど関心を持たず，その
ために，「日本宮殿」の当初の展示計画を実施しなかったためである．
　「塔の間」の磁器は，アウグスト強健侯の磁器コレクションと同じよう
に，当時好まれていた3種類から，すなわち，中国磁器，日本磁器およびマ
イセン磁器から構成される．その中ではマイセン磁器が最も多い．
　日本磁器は最も少なく，そして，最も不利な場所に展示されている．そ航
は，当時ヨーロッパに大量に輸入されていた伊万里焼の代表である，あまり
価値のない細口瓶（Flaschen）数点と，中段に浮き彫りした花鳥を，金属線
の格子で囲った，大型で広口の瓶（Vasen）数点である．後者，鳥籠付き瓶
（Vogelbauer－Vasen）は，珍奇なものを好んだバロック時代に，マイセンで
しばしば模倣されたが，現在ではかラクタに過ぎない（5），
　中国磁器は量的には多くないが，質的には優れている．それらは，アウグ
スト強健侯が「日本宮殿」に所蔵していた中国磁器の中で，最上のものであ
ろう．まず，数段の文様帯に美しい唐草文を粕下藍彩で描いた（in
kobaltblauer　Unterglasurmalerei），1メートルを超える，蓋付き大型瓶8点
がある．これらは，磁器博物館に名声を与えている，中国製の記念碑的な瓶
と同種のものであり，壁の前の台座の上に置かれている．これらの瓶は，龍
騎兵1連隊と引き替えにアウグスト強健侯が1717年にプロイセン国王から獲
得した，中国製の瓶（いわゆる「龍騎兵の瓶」）であろう、次に，その文様か
ら「サンザシ（ホーソン）の瓶」（Haw－thorn－Vasen）と誤って呼ばれてい
る，蓋付き瓶4点がある．これは，輝くような青地から梅花を浮かび上がら
せた（……ihrer　vom　Grunde　ausgesparten　Muhmeb1Uten　und　ihres
tiefen，　leuchtenden　kobaltblauen　Grundes……）もの（6）で，最高水準の作品
である．さらに，粕下青地で，窓に（mit……ausgesparten　Feldern）五彩
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（緑彩系）の文様が描かれた（mit　farbigen　Emailmalereien　im　Stil　der
famille　verte），非常に美しい，蓋付き壷（Dosen）数点も興味深い（その隣に
は，専門家でなければ原作と区別できないほど巧みに模倣されたマイセン磁
器が置かれている）．中心は青花白磁＝青花磁器（kobaltblaue　Porzellane）
で，五彩磁器は少ない．
　この「塔の間」の中国・日本磁器は磁器博物館の所蔵品を補完するにすぎ
ないものである．それに比較して，ここのマイセン磁器の科学的・芸術的な
意義ははるかに大きい．磁器博物館と重複するものは少なく，大部分は，こ
こにしかない磁器である．まず第1に，1720－30年に生産されたバロック磁
器がある．それらは，ベヅトガーの死後，ヘロルト（Johann　Gregorius
Hoeroldt）の指導の下で達成された，色彩豊かなマイセン磁器の一時代を示
している．
　ヘロルトは，器形においても色彩においても東アジアの磁器に近づこうと
した．彼の初期のやや濁った顔料に基づく磁器，すなわち，AR（　・・：　Au－
gustus　Rex，［ポーランド］国王アウグスト）の文字を例外として，窯印のな
い，小型の瓶などは，ごく僅かな数が製作されただけである．それらは現在
ほとんど残っていないけれども，「塔の間1には，そのいくつかがある．
　明るく発色する顔料の発見とともに，東アジア磁器の模倣の傾向はさらに
強くなった．中でも，磁器博物館に今も数多く残されている，強烈な色彩の
伊万里磁器が，周知のように，とくに多く複製された，こうした模倣品が
「塔の間」には非常に多い．これらは当時の努力の結晶であり，試験の時代
の磁器，すなわち，様式と技術がまだ確定していない磁器，である．中国＝
日本風の唐草文様の瓶のあるものは，色が強すぎ，あるものは色が薄い．そ
の装飾も，さまざまである，技術が完成していなかったために，一点ずつが
異なっている．
　この時期のマイセンは別の種類の，当時では最も美しい磁器，単色顔料塗
り埋め磁器（Fondporzellane）を生み出した．青以外の粕上顔料も塗り埋め
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のために用いられた．「塔の問」には，この種のさまざまな磁器が非常に多
い．とくに美しい作品として，上記の中国製青地瓶（ホーソン）の模三品，
黄地の壷・瓶などがある．
　格別に注目される単色顔料塗り埋め磁器として，3点の瓶がある．第1
は，黄地の瓶である．その窓には（in　den……Feldern）中国風景が描かれ，
当時のマイセン磁器製作所主任ヘロルトの名前と1727年1月22日の日付が記
されているの．これはヘロルトの署名の最初のものであるばかりでなく，彼
の初期の顔料が用いられていた，ほぼ最後の時期を示している．
　緑地の蓋付き瓶2点も独特のものである．一つの瓶の一方の窓には，中国
風の植物と花が，他方の窓には，中国風景を背：景にして，アウグスト強健侯
とマイセン城が描かれている．もう一つの瓶では，一方の窓に，同じように
中国風の植物と花が，しかし，他方の窓には，ザクセンとポーランドの紋章
を付けた大型瓶が描かれている．ザクセンと中国との関係をこれほど象徴的
に示すマイセソ磁器は，他にない．
　「塔の間」の収蔵品の基本部分をなす，以上のマイセン磁器は1720年代の
ものである，東アジアの模倣という方向は，東アジアの磁器を熱狂的に収集
したアウグスト強健侯の趣味，および，当時の他の工芸，とくに，オラン
ダ・デルフトのファイアンス（不透明白色粕彩飾〈主として藍彩〉陶器）の
それと重なる．
　いくつかの塑像も同時代あるいは直後のものである．1733年の日付のあ
る，宮廷付き道化師像などである．これらは，上記のマイセン磁器とは異
なって，バロック時代のヨーmッパ独自の要素を含む．
　マイセン磁器の様式がアジアのそれから解放されたロココ時代の作品，
「雪球瓶」，四大要素像を貼り付けたケンドラー（Johann　Joachim
Kaendler）作の大型瓶や塑像も，ここにはいくつもある．絵付けをされてい
る作品もあれば，されていない白磁もある．磁器博物館に所蔵されていない
作品もある．この時代に特徴的な小型人物像の中には，1750年頃の最：高水準
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の作品が含まれる．
　これらの磁器は，ヨーロッパ硬質磁器の発祥地ドレースデンに相応しいも
のであり，ドイツの城館に現在所蔵されているヨーロッパ磁器コレクション
の中で，最も華麗なものである（8）．
　以上のツィマーマンの見解に対して，陶磁史研究者ボルツは，18世紀の所
蔵品目録の実証的研究に基づく最近の論文で，次のように反論した．
　18世紀の「塔の間」の磁器目録は3冊ある．その中で最も古い1769年の目
録は，七年戦争によって宮城が被害を受けた後の目録であるが，これが，最
も多くの磁器を含み，後年の2目録は，宮城の他の部屋あるいは「日本宮
殿」への移動などのために，「塔の間」の磁器の点数がいくらか減少したこと
を示している．逆に，1770年から83年までの期間に，「日本宮殿」からここに
移された磁器も，いくらかある，「塔の問」の磁器の大部分はマイセン磁器で
あり，東アジア磁器は少なかった．そして，これらの磁器の大部分には，い
わゆるヨハネウム番号，つまり，「日本宮殿」所蔵品目録番号が付いてい
た（9＞．
　1769年の「塔の聞」の磁器目録にある8種40点の東アジア磯器は，杯ユ種
2点とさまざまな瓶7種38点であった．しかし，それらの同定はほとんど不
可能である、瓶のうち，1種16点の大型青色（青花）瓶が「龍騎兵の瓶」で
あろう（IG）．
　ヨハネウム番号のないマイセン磁器として，1769年の目録には，白磁猫7
点，9点の瓶からなる置物1点，照明用の真鍮製腕をもつ磁器人物8点など
が記されている．また，83年の目録には，8点の五彩鉢からなる置物1点，
雄山羊3点，さまざまな瓶33点（その一部には，「日本宮殿」移管の注記があ
る），花蔓草天使貼り付け白磁水注（1742年ケソドラー作，ザクセン・mココ
の傑作）などが記載されている（11）。
　1769年の「塔の間」の目録に記録された，ヨハネウム番号付きのマイセン
磁器は，125種ある．その中で，1727年までに生産されたものは，僅か4種で
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あり，34年までに納入された磁器も，合計して33種にすぎない．残りの92
種，すなわち，全体の70％以上が，アウグスト強健侯の没（1733年）後に生
産されたものである．また，1770年の「日本宮殿」の所蔵品目録と1769年か
ら83年までの「塔の間」の目録とによれば，両者のマイセソ磁器は，マイセ
ン磁器製作所の生産開始から1740年代までのものであった．そのうち，ヨハ
ネウム番号を付けたマイセン磁器を見ると，アウグスト強健侯の生前に所蔵
されていたものは，557種であった．それに対して，アウグスト強健侯の没後
に，後継者である選帝侯フリードリヒ・アウグストニ世の下で，511種の磁
器が付け加わった．確かに，1734年以後にもたらされた磁器のかなりの部
分，とくに，大型動物像は，アウグスト強健侯が発注した作品である．しか
し，コレクションの相当部分，とくに「四球瓶」や「四大要素の瓶」は，選
帝侯フリードリヒ・アウグストニ世の下で製作された作品である．選七二ブ
リードリヒ・アウグストニ世は狩猟狂で絵画収集家（12）であった，（したがっ
て，磁器に無関心であった）という，通説（13）は修正される必要がある．彼
は，少なくとも治世の最初の十年間には，彼の磁器収集によってマイセン磁
器製作所を奨励したのである（14）．
　マイセン磁器製作所が生産した品種の最初のものが，「日本宮殿」と「塔の
間」にもたらされたので，両者の磁器から，初期マイセン磁器の変遷が確認
されうる．すなわち，初期には東アジア磁器の器形と文様が模倣されたが，
1730年代には，ヨーPッパ的な感覚をもつ磁器の生産が開始されたのであっ
た（15＞．
　以上から，宮城の「塔の問」の磁器が主としてマイセン製であり，中国磁
器はそれほど多くなく，日本磁器＝伊万里磁器はさらに少なかったことが判
明する．ただし，マイセソ磁器の中には伊万里磁器の模造品が数多く含まれ
ていた．その手本は，本節注（5）のメンツハウゼン女史の指摘によれば，たっ
ぷりと余白をとった柿右衛門様式磁器，華美な古伊万里様式五彩磁器などで
あった．また，r文つかひ』で，磁器を収集した「代々の君」と表現されてい
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る君主は，従来はアウグスト強健侯だけと考えられていたが，ボルツの実証
によれば，マイセン磁器を含めると，アウグスト強健侯と前帝侯フリードリ
ヒ・アウグストニ世の二人目なるわけである．
注
（1）　「塔の間」が「磁器の間」となった時期については，「日本宮殿」の増築が開始された
　1727年頃，という説（Menzhausen　1965，　S．135），r塔の間」の金器・銀器が，「緑の丸
　天井」と呼ばれる宝物博物館（宮城1階西翼）に移された1727年から，1730年までの
　間，という説（Reichel　1972，　S．144－145；Dresdner　Hefte　1994，　S．39）や1729年説
　　（Pietsch　1996，　S．15．ここには「1719年」とあるが，私の質問に対して，これは
　1729年の誤植である，との著者回答：があった），さらに1732年説（SchloB　1992，　S．
　99；Dresdner　Hefte　1994，　S，91）がある．ツィマーマンとボルツの所説は本文を参照さ
　れたい．なお，2006年に宮城の再建が完成すると，「塔の間1には磁器が飾られる．
　Dresdner　Hefte　1994，　S．95．しかし，磁器博物館からの回答によれば，展示される磁器
　の種類・数量と展示の方式はまだ確定していない、
（2）　Boltz　1996，　S．12，　118．
（3）Boltz　1996，．S．12．上部に天窓がないから，この写真の正面は南壁と考えられる．写
　真の左に見える扉の先は，舞踏用大広間で，ここに写っていない右手に，大宴会場に通
　じる扉があるはずである．写真中央のシャンデリアが壁面の磁器の判別をやや困難に
　している．1896年に南壁に扉が設けられて以後，磁器のこの展示方式は相当変更された
　にちがいない．ツィマーマンが問題にしているのは，変更後の展示方式である．なお，
　この写真の扉から左側を省略したものがDresdner　Hefte　1994，　S．91に，また，「塔の
　間」の1905年頃の写真はZimmermann　1905，　S，75に，1930年の写真はLljffler
　1994，S．171（L6ffler　1992，　S．85の写真も，時期は明記されていないが，同じものであ
　る．この写真がBoltz　1996，　S．13では，1930年頃とされている）に，1930年頃の別の写
　真はReichel　1972，　S．142；Pietsch　1996，　S．15に，1930年頃の第3の写真はBoltz
　1996，S．15に，第二次大戦前の3葉の写真はBoltz　1996，　S，14－15に示されている．
　一嘉部1985によれば，r文つかひ』が発表されたr新著百種』，第12号，　p．48とp，
　49の間には，原田直次郎の筆になる挿絵（『鶴外全集』，第2巻の扉に再録）があり，語
　り合う婦人と軍人の背景に，皿や大瓶が描かれている．しかし，この挿絵の印象は115
　ページの写真とはかなり異なっている．また，第1節注㈲に引用したr文つかひ』の描
　写，r四方の壁に造付けたる白石の棚」も，正確ではない．多くの磁器は，肘木の上に置
　かれていたからである．
（4）ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグストー世（在位1694－1733年）はアウグスト強
　健侯と呼ばれ，選帝侯よりも在位期間が短く，国際情勢のために退位を余儀なくされて
　いた時期もあったポーランド国王としては，アウグストニ世（在位1697－1704，
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　1709－33年）あるいはアウグスト強健王と呼ばれる．私はザクセンとの関連でアウグス
　ト強健侯と記す．なお，アウグスト強健侯としばしば混同されるポーランド国王アゥグ
　スト一世とは，ジギスムンドニ世アウグスト（在位1530－72年）を指す．単にザクセン
　選帝侯アウグストと言えば，16世紀の君主（在位1553－86年）を指す．ザクセン選帝侯
　アウグスト一世あるいは同二世という君主は存在しない，ザクセン国王アウグストー
　世あるいは同二世も同様である，アウグスト強健侯の後継者はザクセン選監房フリー
　ドリヒ・アウグストニ世（在位1733－63年；ポーランド国王としてはアウグスト三世，
　在位期間は同じで，1733－63年）である，
（5）近世日本磁器に対する評価は，その後変化している．磁器博物館の学芸員ライヒェル
　氏によれば，鳥籠付き瓶の粕下藍彩の絵付けは優れている，Reichel　1980，　S．66．磁器
　博物館の現館長ピーチュ氏の記述はやや抽象的である．「塔の間」は本来の「磁器の
　城」，「日本宮殿」の試験的舞台であって，前者の磁器は，いわゆる「龍騎兵の瓶」のよ
　うな，オランダ宮殿（「日本宮殿」の前身）にあった「最も重要で，最も高価な磁器」を
　含んでいた．Pietsch　1996，　S．14，16．それより早く，磁器博物館の当時の館長メンツ
　ハウゼン女史は次のように述べていた．「塔の間」の磁器は，当時とくに愛好され，珍重
　されていた磁器である．その中の瓶には，中国製の記念碑的な瓶（「龍騎兵の瓶」），紬下
　青地に口跡系の文様が描かれた中国磁器，青・赤・金色の華美な伊万里磁器，日本の鳥
　気付き瓶，粕下青でARの窯印を付けた初期マイセンの瓶などがあった．アウグスト強
　斎忌は東アジア磁器をマイセンで模倣させたので，「塔の間」には，手本と驚くほど類
　無したマイセン磁器があった．青，黄や緑の地に東アジアの花あるいは風景を描いた磁
　器，たっぷりと余白をとった柿右衛門の瓶と見まがうほど似ている作品，マイセンで複
　製された鳥籠付き瓶などである，ヘロルトは，東アジア磁器を模造し，一層自由に「イ
　ンドの」花を描くとともに，ヨーロッパ風に変形された，さまざまな中国風景も’描い
　た．ヘロルトがマイセンに来る以前，1720年頃に製作された初期の青花瓶もあった．そ
　の一部は失敗作であるが，美しい中国青花磁器の独占を打破しようとする，マイセンの
　執拗な努力を表現している．Menzhausen　1965，　S．135－136，138．磁器博物館からの回
　答によれば，日本の鳥籠付き瓶は粕下藍彩で，白地の部分は，しばしば張り子の上に，
　金蒔絵（Gold　und　Lackfarben）で装飾されていた，この非加熱（kalt）装飾部分は非常
　に傷み易い（それに対して，鳥籠付き瓶のマイセン模造品は二度焼きされていた）．柿
　右衛門の瓶は白磁五彩あるいは青花併用五彩であった．
（6）磁器博物館からの回答によれば，MuhmeblUteは，雪を割って春を告げる
　PflaumenblUte（李の花）である．私はこれを，梅の学名prunus　mumeに因むと考え
　て，梅花と訳した．また，ホーソンは，矢部1992，pp．　443－444｝eよれば，素三彩と呼
　ばれる特殊な磁器の一種で，地色は黒，黄と緑が多く，しばしば梅樹が描かれた．
（7）　「塔の間」の磁器は，磁器博物館のそれと同じように第二次大戦中に疎開させられ
　た．それがドレースデンに戻るまでの間に，黄地に中国風景を描いた，ヘロルト署名
　の，著名な瓶は失われた．Menzhausen　1965，　S．138．
（8）以上，Zimmermann　1905，　S，71－82．一「塔：の間」の磁器陳列方式は幾度か，例え
　ば，1933年のアウグスト強健侯没後200年記念展覧会の際に，変更された．しかし，展示
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　されている磁器は第二次大戦までほとんど変わらなかった．Pietsch　1996，　S，14，
（9）Boltz　1996，　S．3，17．「塔の間」の1769年の磁器の内訳はBoltz　1996，　S，19－86にあ
　る．
（10）　Boltz　1996，　S．16．
（11）　Boltz　1996，　S．11，　16－17，　47．
（12）ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグストニ世の収集した絵画の中で最も著名なも
　のが，ラファエロ作「システィーナのマドンナ」（1754年購入）．である．Marx　1992，
　S．　9　iStimmel　1994，　S，　153．
（13）時代の美的趣向が「中国趣味」から離れ，また，ヨーロッパ各地における硬質磁器の
　生産開始によって磁器の希少価値も失われた，という状況め下で，ザクセン選帝侯ブ
　リードリヒ・アウグストニ世は，磁器に関心を示さなかった，とされている．
　Seydewitz　1965，　S．45．ツィマーマンの見解は本文で紹介したとおりである．
（14）　Boltz　1996，　S，11，　115．
（15）　Boltz　1996，　S，115．
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